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今月の題字 （２５９） 中２ 根本 郁弥  さん  

第７回ねむの木まつり第2回実行委員会を開催！ 
 7月19日（木）19時から母畑まちづくり委員会（委員長 関根正夫）主催の第7回ねむの木まつりの第2

回実行委員会を開催した。 

 第１回の実行委員会では、関根実行委員長が議長を務め、開催要項について、①開催目的は、母畑自治

センター平安住居前広場にある1本の「ねむの木」を地域のシンボルとして広くアピールし、また、小田口

遺跡の平安住居復元で古代のロマンに触れ合う場を「ねむの木まつり」と称して、勾玉づくりや火起こし

の古代人生活体験、ステージイベントや模擬店、ゲームなどを行い、地域に活力を与えるとともに、地域

住民がお互いに交流を深めることを目的とする。②開催日時は、平成30年7月29日（日）午前10時～、

③開催場所は、平安住居前広場、④イベント内容は、・ステージイベント・古代人生活体験・のど自慢大

会・ゲーム大会・バザー・うまいものコーナー・子供コーナー・大抽選会等をそして、続いて班会議につ

いて説明し、その後に班毎会議を持ち事業内容の検討を図った。 

 第2回の実行委員会は、ねむの木まつり当日に向けて第1回で班毎に検討した内容を報告と事前準備に必

要なものについて報告し、不足のあるもの、準備するもの等を確認し、まつり本番を迎えることになった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
例
年
に
見
な
い
暑
さ
の
中
、
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
皆
様
体
調
は
い
か
が
で
し
ょ
う
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
か
？
 
私
も
早
い
も
の
で
、
区
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
長
に
就
任
し
て
数
ヶ
月
が
過
ぎ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
し
た
。
本
年
度
も
数
多
く
の
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
恒
例
行
事
が
予
定
さ
れ
て
お
り
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
す
が
、
母
畑
地
区
の
皆
様
に
 

は
参
加
、
協
力
を
頂
き
な
が
ら
進
め
て
行
け
た
ら
と
思
っ
 

て
お
り
ま
す
。
 

 
ま
た
今
年
度
は
、
自
治
協
議
会
が
発
足
し
て
一
年
目
と
 

い
う
事
で
地
区
の
皆
様
に
は
、
今
ま
で
以
上
に
セ
ン
タ
ー
 

長
中
心
に
お
世
話
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
諸
先
輩
 

及
び
四
区
長
共
々
母
畑
地
区
発
展
の
為
、
行
事
に
は
積
極
 

的
に
参
加
し
、
地
域
の
皆
様
と
交
流
を
深
め
、
多
く
の
方
 

々
と
触
れ
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 
最
後
に
こ
れ
か
ら
も
母
畑
地
区
の
為
に
、
地
域
に
貢
献
 

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
微
力
な
が
ら
諸
先
輩
の
皆
様
の
 

ご
指
導
を
頂
き
頑
張
っ
て
行
き
ま
す
の
で
皆
様
方
の
ご
協
 

力
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

母 畑 自 治 セ ン タ ー だ よ り  

第7回ねむの木まつり実行委員会 

ねむの木まつりスケジュール 

10：00～10：20 オープニングセレモニー 
10：30～12：00 古代人生活体験  
          ・勾玉づくり ・火起こしチャレンジ 
10：30～11：00 ゲーム大会   
          ・スイカ早食い、・かき氷早食い競争 
11：00～ ステージイベント 
      ・日本舞踊・トランペット演奏・ハーモニカ演奏  
      ・フラダンス・いしかわぐんヨサコイ踊り隊 
      ・増子幸一ギター弾き語り・宍戸文雄歌謡ショー 
      ・ベリーダンス 
13：30～ 森 令子歌謡ショー のど自慢大会 
      ・母衣旗盆踊り ・大抽選会     

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1531275597/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly9pbGxwb3AuY29tL2ltZ19pbGx1c3Qvc2Vhc29uL2F1ZzAxX2ExNS5wbmc-/RS=^ADBYDF3xh4lG0ZZgtJnCm0WeuDzBYs-;_ylt=A2RinFjNF0RbVE8A_0qU3uV7
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 先日、瀬谷センター長が貯蔵本の中から母畑区民の 

皆さんには、珍しい『母畑村讀本』を目にしました。 

 次号から紙面の空きスペースを見つけて掲載いたし 

ます。区民の皆さん楽しみに待ってて下さい。 



7月の出来事を写真で振り返って見ました・・・・ 

7/3（火）母衣旗盆踊り保存会総会 7/6（金）～8/3（金）母衣旗盆踊り練習開始 

    （太鼓叩き・笛吹き・花作り） 

7/7（土）そば打ち教室開催 

（22名参加） 

7/11（水）白菊学級を開催、草取り奉仕作業前に健康相談（血圧測定）、「熱中症予防」の勉強をしてから 

奉仕作業を行なった 

7/12（木）、7/26（木）ハーモニカ教室で7/29（日）ねむの木まつり 

のステージイベント出場に向けて猛練習中 

7/21（土）ねむの木まつりに向けて周囲の草刈り実施 

7/27（金）ねむの木まつり準備完了、7/29（日）の本番待つのみになりました 



  ＊第67回母畑地区敬老会 
   ・日 時    ９／１７ （月）９時～      ・場 所  母畑温泉 八幡屋 

８月 の 行 事 

   3日（金）19:00 母衣旗盆踊り練習 

 4日（土）  8:00 盆踊り櫓建て 

       13:30 書道教室  

   7日（火）  9:30 湯郷渡サロン 

       講師：降矢 ふく子（歯科衛生士） 

                 13:30 下母畑サロン  

        講師：小原 千春（保健センター） 

   8日（水）13:30 白菊学級 

 9日（木）13:30 ハーモニカ教室 

       19:00 民謡教室 

 10日（金）  9:30 上母畑サロン 

       講師：高橋 幸平（ひらた中央病院） 

編集後記 毎日毎日猛暑日が続いています。第7回ねむの木まつりでも母畑区民の皆さんには、大変お世話 

    になりました。今月15日には、５年目を迎えます母衣旗盆踊り大会があり、また皆さんに大変お 

    世話になります。これからもまだまだ暑い日がありますので熱中症に注意し十分にして下さい。 

     

11日（土）14:00 櫓提灯取付け 

15日（水）14:00 盆踊り実行委員集合 

      18:00 母衣旗盆踊り大会 

16日（木）  9:00 櫓片付け 

18日（土）13:30 書道教室 

21日（火）13:30 きたす会 

23日（木）13:30 ハーモニカ教室 

                 19:00 民謡教室  

25日（土）13:30 書道教室 

28日（火）13:30 きたす会 

   7月3日（火）湯郷渡サロン 21名参加 高橋 幸平（ひらた中央病院）、10日（火）下母畑サロン 11名参加 

講師：矢内 貴子（保健センター）、13日（金）上母畑サロン 17名参加 講師：廣田 智（理学療法士） 

参加者の皆さん！猛暑到来です！暑い夏を健康体操で乗り切りましょう。 

湯郷渡・下母畑・上母畑各サロン 猛暑に負けず頑張っています！ 

９月行事先取りのお知らせ ！ 

 更生保護女性会母畑地区の皆さんによる奉仕作業 

湯郷渡サロン 上母畑サロン 下母畑サロン 

女性会員による奉仕作業・参加者による記念撮影 

   6月27日（土）に更生保護女性会母畑

地区（代表 永沼 弥栄子）9名の皆さんに

よる母畑自治センター周囲の草取りを実

施して頂きました。おかげ様で大変きれ

いになりました。ありがとうございまし

た。 
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